
jPMMS

3Dプラントモデルビューア

　jPMMSでは、複数のプラントをツリー状のデータ構造
で管理します。プラントのツリーのルート（最上層）は、常
にプラントの 3D モデルとなっています。プラントの 3D
モデルは軽量化され、非常に軽快に容易に操作できま
す。

■　回転、パン、ズーム
　すべての対象物は任意の方向から、任意のズームで軽
快に視認できます。保全に必要なスペースを確保するな
ど、事前確認、準備に大きな効果を発揮します。

プラント保全データをビジュアルに3Dモデルに統
合し、適切な意思決定とコストダウンを実現します。

統合された保全データ
　社会環境の変化が激しい時代におけるプラント設備
に関わる適切な保全は、従来の属人的な専門知識や散
在するデータや図面類を統合的に集約し、その都度必
要な情報を集めるといった手法から、システマチックに
情報を管理・蓄積し、保全に関わる技術的意思決定の
スピードを改善することが求められます。　

　jPMMS は、プラントのビジュアルな 3D モデルを中
心に、プラントの保全に関わる様々な情報、図面類を統
合し、意思決定のスピード、品質、及びコストを劇的に改
善することができます。

　今後予想される熟練保全要因の不足に備え、時代の
要請としても、今こそ保全データの統合化を進めるべき
時と言えます。

■　軽快且つ容易な操作性の3Dモデル
■　保全対象にリンクされたデーターベース
■　視認性を高める様々の表示モード制御機能
■　保全に関わる図面、図書類の統合
■　容易な操作性の保全対象検索機能
■　保全計画、保全レポートの生成、蓄積

システム概要

　全ての保全対象物には固有の ID が割り当てられ、そ
の ID を通して保全管理データーベースと連結されます。
　図面、図書類もIDを介して、3Dモデルと連結されます。
　保全様式とは、各対象物の属性を入力したり、表示した
りする際のフォームを指します。
　全てのデータが高い操作性、視認性の3Dモデルに統
合されて管理されます。

■　レベル
　すべての対象物は、いずれかのレベル（画層）に属して
おり、適宜、表示をオン、オフできます。また、ツリー構造の
中では、レベルの下に対象物が配置されています。

■　選択対象物
　選択された対象物はツリー上の位置と連動してハイラ
イトされます。選択対象物以外の対象物を透過して表示
させることができ、一段と視認性が高まります。

保全対象物検索

　全ての対象物は、保全予定日を保持しており、期間を
指定することにより、その期間の保全対象物を検索して、
ツリー上に表示する他、3Dモデル上でハイライト表示し
ます。また、その一覧を保全計画書として作成し、出力す
ることができます。検索期間は、自動で設定される「当月」
の他、来月や任意の期間での検索が可能です。

■　付属品
　各対象物にはモデル化されない細かな付属品を定義
でき、保全間隔等を指定できます。

図面、図書類

　各対象物には配管 ISO 図面、配置・配管図面、P&ID
図面、機器図面、保全履歴書などの図面、図書類を連結さ
せて蓄積させることができます。

保全レポート作成

　使いなれたExcel 形式で作成した保全様式に従ったフ
ォームの保全レポートを作成できます。様式は、jPMMS
の規則に則った形式であれば、自由に再定義が可能で
す。フォームに入力されたデータは保全管理データとして
データベースに格納され、保全履歴として確認ができま
す。

運用環境

　　社内 LAN環境の中で、クライアント・サーバー形式
で運用します。オプションで Web 環境の中でも運用可能
となっています。


